
    

  

 

   

     

 

鳥栖地区介護支援専門員協議会    

事業所内での回覧お願いします！ 

                 

 

鳥栖地区介護支援専門員協議会  会長 大石 良美 

 

令和 6年 1月 1日に能登半島を襲いました能登半島地震が起きまして、被災された

方々、そのご家族、ご親族、関係者方々に対しまして心よりお見舞いを申し上げます。ま

だまだ不安な日々が続いておりますが被災地の 1日も早い復旧をご祈念致します。 

鳥栖地区介護支援専門員協議会への活動に対し日頃よりご協力していただき感謝申し上

げます。協議会も発足し 20年が過ぎました。お陰様で皆様方の暖かいご支援・ご協力に

よりここまで続けることができました。これからも協議会の発展のために皆様のお力添え

をお願い致します。 

さらに今年は介護、医療、障害のトリプル改正となり介護支援専門員を取り巻く環境もま

た厳しくなると思いますが、皆様一緒においしいものを食べて乗り越えましょう。 
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開催日時：令和５年１０月１３日 

 ひまわりの園居宅介護支援事業所 吉田武士 

『ＢＣＰ（自然災害）策定のポイント・災害対策机上訓練』                     

 令和 5年 10月 13 日、第 2 回鳥栖地区介護支援専門員協議会全体研修会をサンメッセ鳥栖会議室

で行いました。前回から引き続き災害支援ケアマネジャーの牛島久厳氏と朝長由美子氏に講師をご担

当して頂きました。 

令和 6年度から BCP策定が義務化するに当たり牛島氏より BCP（自然災害）策定のポイントを説明し

て頂きました。BCP の策定を行うことで「発災時にどのようなリスクがあるのか」「どのように対処す

るのか」など発災時に起こり得る様々な障害が認識でき大規模災害などにおいて、損害を最小限に抑

えて事業の継続・復旧を行うことができるようになります。 

具体的に 

・推進体制の確認（平常時、発災時） 

・リスクの把握 ハザードマップの活用 

・優先する業務 利用者の安否・所在の確認 

・システムが停止した場合の対策 ノート PC・タブレット端末の活用 災害時利用者台帳 の作成

（紙ベース） 

・緊急時の対応 職員の参集基準 安否確認 

・他施設との連携 

・地域との連携 

利用者避難一覧表や安否確認表など帳票をつけてもらいましたので参考になると思います。 

朝長氏より前回に引き続き机上訓練を行って頂きました。今回大雨による大規模な浸水被害を想定

しシミュレーションすることにより災害時の備えと連携の仕方、地域資源を再確認することができま

した。今回はフェーズ１までの訓練でしたので、今後はその先のフェーズの訓練も受けてみたいと思

いました。全国で毎年大きな災害が起こる中で、日頃の準備がいかに重要かを学ぶことができまし

た。自分自身も被災者になる中でどのような行動がとれるのか、個人としても事業所としてもできる

ことからしっかりと取り組んで準備していきたいと思います。  

 

 



 

 







『ICFとストレングス視点の考え方』

介護老人保健施設 寿夢の郷  末永世界 

  

 鳥栖地区介護支援専門員協議会の今年度第 3 回の全体研修が、1 月 12 日にサンメッセ鳥栖で開

催されました。「ICF とストレングス視点の考え方」というテーマで、神奈川県地域包括ケアシ

ステム統括アドバイザー等をされている松川竜也先生をお招きして約 2 時間半の講演を行ってい

ただきました。 

 

【研修のねらい】 

 ICF(国際生活機能分類)の考え方を学び、課題だけではなく可能性や強みを把握できる視点を持

つことで、目標志向型のケアマネジメントに繋げられるようになりたい。 

 

 【感想】 

 今回の講義では、新年度からの介護保険制度の改正の概要に触れたうえで、松川先生の多くの

ご経験と、具体的な支援を聴くことができ、重要な部分はゆっくりと丁寧にお話しされているこ

とが印象的でした。ポジティブな表現で、その人の望む暮らし方や目標を考え、そのために必要

な手段を提案していくことの大切を再確認しました。私たちの日々の仕事において、様々な職種

との会話の中でも、課題やできないことをどう補うかという議論をしていることはよくありま

す。健康状態、心身機能、活動参加、背景因子など、広い範囲の概念でアセスメントすること

で、自己決定を尊重した視点で、どう生きたいのか何をすればよいかを考えた支援ができるよう

にしていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 



 

令和 5年度 第 3回研修会アンケート結果 R6.1.12 

ICFとストレングス視点の考え方 

松川竜也先生 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



【自由記載】 

・理解するまでに時間がかかりそう 

・ICF について何を言いたいのかさっぱり分からない。概念ばかりで具体性がなく実践的ではな

い。ICF の概念が何故一般化していないのかをもっと分析した方がいい。ケアプラン作成におい

てアセスメントや課題分析からプランを立てれるほど地域資源が豊かではないところが多い。

それならば結局逆算してのプランにいまは成らざるを得ないのでは？ 

・ストレングスの視点が大変勉強になりました 

・非常に分かりやすかったです。 

・分かり易い説明で、テンポもよく楽しく研修参加できました。 

・あらためて利用者の持っている力について着目する事を気が付かされる研修でした 

・研修ありがとうございました。ICF は理解できました。 

・新しい視点でのアセスメント、目標設定となった 

・ＩＣＦについて深く考えることができ、とても勉強になりました。 

・2024 介護保険制度改定についても話していただき参考になりました 

・法改正についても話があり、良かったです。 新しいアセスメントについて、国は全部の記載

を要望して要るわけではなく其の利用者にとって必要な項目の記載で良いことの説明は有り難

かったです 

・ICF について詳しく説明して頂き理解を深める事ができました 

・回答、遅くなり申し訳ございません。ICF に沿ってケアプラン作成する事で力を引きだせると感

じる事も多い反面、本人や家族の理解が得られず支援して貰えないと捉えられる事もある。本

人や家族は出来ない所を補うプランを希望する中でのジレンマを感じる事も多いです。 

・理解している内容ではあるが、先生の言葉で伝わりやすく講義されているので良かった。グル

ープワークで時間を費やさないところも良かった。 

・参考になりました 

・わかりやすい内容でしたが、2 時間では時間が足りないように感じました。 

【今後、取り上げて欲しいテーマや講師の希望】 

・もっともっと講義のレベルを上げないとダメ。面白くない。自分たちの身近にある問題解決方

法からはじめてもいいのでは？ 

・複数の課題を同時に抱えるケースに関しての支援のステージ設定に関して勉強したいと思いま

す。もし、勉強出来たら幸いです。 

・障がいの制度的についても研修が受けたいです 



介護の日フェスタ報告書 

        ひまわりの園居宅介護支援事業所 吉田 武士 

  

令和 5 年 11 月 18 日、みやき町市村清メディカルコミュニティーセンターに於いて「介護の

日 相談会」が行われました。当日、会場ではマルシェも開催され野菜や雑貨、キッチンカー

など多数出店してあり大勢の方が訪れ賑わいました。鳥栖地区介護支援専門員協議会の相談ブ

ースにも 7 組の相談があり対応させて頂き頂きました。 

 令和 6 年 1 月 20 日、基山町民会館にて講演会が開催されました。講演会は例年 11 月の「介護

の日 相談会」と同日に行われていましたが、今回は講師の先生との日程調整の兼ね合いでこの

日の開催となりました。当日は雨で足元が悪いなか、関係者を合わせて 350 人以上の方が来場さ

れ聴講されました。 

講師の丹野智文先生には「認知症とともに歩んでいく町を目指して」とのテーマでご自身の体

験を語って頂き、認知症の方しか分からない苦労や想い、認知機能を補うためにスマートフォン

を駆使して対応していることなどを知ることができ、認知症に対する考え方をもう一度振り返る

良い機会になりました。また先生の認知症の人にやさしい町は他のすべての住民にとってもやさ

しい町になれる（趣旨）との言葉がとても印象に残りました。 

 

 

 

 



 

ちょっとひとこと 
 

 鳥栖市の木に制定されている「クロガネモチ」。 

公園樹や街路樹として植えられることがあり、「金持ち」に通じる縁起木として、庭木と

しても好まれています。 

葉は深緑色で光沢があり美しく、秋からは小さなたくさんの実がつき始め、冬には果実が

真っ赤に熟して春まで残ります。 

野鳥が実をついばみ運んでいる光景を目にすると、季節や生命を感じることができます

ね。 

野鳥といえば、鳥栖市の鳥に制定されているのは？と思って調べたら・・・「メジロ」 

あっ！？ そうか・・・鳥栖市のキャラクター「とっとちゃん」、あれはメジロがモチー

フなのか！ 

そんなことに気付いた今日でした。 

 

 

                          

鳥栖地区広域市町村圏組合介護保険課 http://www.kttnet.co.jp/tosukaigo 

佐賀県介護保険事業連合会    http://www.sagadensan.net/skr/  

佐賀県介護サービス情報公開システム  http://www.kaigojouhou-saga.jp/kaigosip/Top.do 

厚生労働省                    http://www.mhlw.go.jp 

WAMNET                      http://www.wam.go.jp  

鳥栖地区介護支援専門員協議会     http://www.tosukaigo.com/ 
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